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特 
集

　
ご
み
処
理
集
約
施
設
建
設
に
つ
い
て
の
検
証

　
　
　
　
　
岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合
関
連
審
議
経
過
に
つ
い
て

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
岩
手
北
部
環
境
組
合
か
ら
の
脱
退
を

議
決
し
ま
し
た
。
平
成
11
年
３
月
の
県
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
策

定
以
来
、
久
慈
・
二
戸
広
域
で
の
ご
み
共
同
処
理
に
関
す
る
審
議

経
過
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

慈
・
二
戸
両
広
域
と
も
現
有

ご
み
処
理
施
設
の
起
債
償
還

期
間
が
重
複
す
る
た
め
、
構

成
市
町
村
が
共
同
整
備
す
る

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関

し
て
は
、
整
備
の
先
送
り
を

県
に
申
し
出
ま
し
た
。
そ
の

た
め
県
は
、
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
を
先
行
整
備
す
る
こ

と
と
し
、
一
般
廃
棄
物
施
設

は
第
２
期
計
画
と
し
て
、
後

年
度
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

久
慈
・
二
戸
両
広
域
を
構

わ
て
資
源
循
環
型
廃
棄
物
処

理
構
想
」
が
策
定
さ
れ
、
県

北
地
区
に
第
２
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
と
し
て
産
業
廃
棄
物

と
一
般
廃
棄
物
の
共
同
処
理

施
設
を
整
備
す
る
計
画
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
３
月
ま
で
同
セ

ン
タ
ー
用
地
の
選
考
評
価
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
九
戸
村

江
刺
家
地
区
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
第
２
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
久

　

県
の
ご
み
処
理
広
域
化
計

画
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

排
出
抑
制
の
た
め
に
、
新
た

な
一
般
廃
棄
物
の
処
理
施
設

の
規
模
と
し
て
、
最
低
で
も

完
全
連
続
炉
で
、
日
量
100
ト

ン
の
処
理
能
力
が
必
要
で
あ

る
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

県
北
地
区
は
、
二
戸
・
久
慈

両
広
域
を
ま
と
め
て
共
同
処

理
を
行
い
、
処
理
量
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
ま
し

た
。

　

平
成
13
年
３
月
に
は
「
い

二戸地区クリーンセンター



いちのへ議会だより第188号・平成26年７月25日発行３

り
広
い
範
囲
か
ら
収
集
す
る

こ
と
は
、
非
効
率
で
は
な
い

か
。

２
．
施
設
規
模
の
必
要
性

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
抑

制
の
た
め
に
、
日
量
100
ト
ン

程
度
の
処
理
量
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
た
が
、
今
後
の
人
口
減
少

や
、
ご
み
資
源
化
処
理
に
よ

り
、
排
出
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
100
ト
ン
を

確
保
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

成
す
る
８
市
町
村
は
、
ご
み

処
理
広
域
化
に
つ
い
て
の
検

討
協
議
会
を
設
立
し
検
討
を

重
ね
、
平
成
22
年
３
月
に

ご
み
処
理
広
域
化
の
た
め
の

組
合
設
置
に
関
す
る
議
決
を

行
い
、
同
年
４
月
「
岩
手
北

部
広
域
環
境
組
合
」
を
設
置

し
、
新
施
設
整
備
に
向
け
動

岩手県ごみ処理広域化計画　策定　　

いわて資源循環型廃棄物処理構想　策定

第 2 クリーンセンター構想（21 年度稼働目標）

用地選考評価委員会で九戸村を選考

一般廃棄物処理施設整備先送りを要望

産業廃棄物処理施設整備を先行整備決定

久慈・二戸地区ごみ処理広域化検討協議会　設立

第 2 クリーンセンター（産業廃物処理施設）稼働

岩手北部広域環境組合設置を議決（3 月定例会）
岩手北部広域環境組合　設立

岩手北部広域環境組合解散など 3 議案を可決
（11 月臨時議会　九戸村議会が否決）

岩手北部広域環境組合からの脱退を可決
（3 月定例会　九戸村以外全市町村で可決）

広
域
化
の
問
題
点

１
．
通
常
経
費
の
増
加

　

広
域
化
に
よ
り
、
処
理
場

自
体
の
建
設
経
費
と
運
営
経

費
は
若
干
削
減
で
き
る
が
、

今
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

と
し
て
、
各
市
町
村
の
負
担

運
送
費
が
増
加
す
る
こ
と
。

ま
た
、
大
阪
府
や
香
川
県
よ

額 率 額 率

22 48,814 67,378 138% 6,955 14.2%

23 57,658 44,272 77% 4,582 7.9% 8,910 15.5%

24 71,131 56,439 79% 5,736 8.1% 12,230 17.2%

25 44,836 52,878 118% 5,320 11.9% △ 8,042 △ 17.9%

小計 222,439 220,967 99% 22,593 10.2% 13,098 5.9%

26 3,527 3,527 100% 347 9.8% 予算

27 3,527 3,527 100% 347 9.8% 推測

合計 229,493 228,021 99.4% 23,287 10.1% 13,098 5.7%

　注）各年度の事業費は、市町村負担金返還額を除く。

岩手北部広域環境組合にかかった費用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年度～25年度） （単位：千円）

循環型社会形成推

進交付金（国）
年度 事業費

市町村負担金

額 率

内当町負担 備考

11 年３月　　

13 年 3 月

16 年 3 月

16 年 10 月

17 年 1 月

20 年 2 月

21 年 4 月

22 年 3 月
22 年 4 月

25 年 11 月
                   

26 年 3 月

ごみ処理広域化の経緯

き
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
業
実
施
す
る

中
で
ご
み
処
理
広
域
化
に
対

す
る
様
々
な
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
り
、
長
期
的
視
点
に

立
つ
と
、
両
広
域
と
も
に
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
い
と
判
断
。

広
域
処
理
中
止
案
が
検
討
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
11
月
岩
手
北

部
広
域
環
境
組
合
解
散
な
ど

に
係
る
議
案
を
議
決
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
九
戸
村
議
会

が
否
決
し
た
た
め
、
12
月

末
で
の
解
散
が
不
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
九
戸
村

を
除
く
７
市
町
村
議
会
で
、

２
年
後
の
組
合
脱
退
を
議
決

し
、
平
成
28
年
３
月
末
で
組

合
を
脱
退
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
ま
で
の
事
業

費
総
額
は
、
２
億
２
千
244
万

円
で
、
こ
の
う
ち
当
町
の
負

担
分
は
、
２
千
259
万
円
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
組
合
事

務
を
処
理
す
る
人
件
費
や
事

務
費
、
建
設
予
定
地
の
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
に
係
る

費
用
な
ど
に
支
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
現
状
の
ま
ま
組
合

が
解
散
さ
れ
な
い
場
合
、
最

低
限
の
事
務
処
理
費
用
と
し

て
年
間
約
353
万
円
、
当
町
負

担
約
35
万
円
が
発
生
し
ま

す
。

３
．
交
付
金

　

県
ご
み
処
理
広
域
化
計
画

に
沿
っ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
、
国
の
循
環
型
社
会
形
成

推
進
交
付
金
を
受
け
ら
れ
な

な
ぜ
遅
れ
た
か

　

で
は
、
な
ぜ
事
業
開
始
後

に
中
止
に
至
っ
た
の
か
検
証

し
ま
す
。

　

各
問
題
点
の
う
ち
、
一
定

程
度
運
送
費
が
増
加
す
る
こ

と
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
み
排
出
量
の
減
少

も
一
定
程
度
は
織
り
込
み
済

み
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
抑

制
の
た
め
」
日
量
100
ト
ン

規
模
の
処
理
量
を
前
提
と
し

た
、
県
の
ご
み
処
理
広
域
化

計
画
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
、

国
の
交
付
金
が
受
け
ら
れ
な

い
と
理
解
し
て
い
た
た
め
、

整
備
す
る
し
か
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
し
た
。

い
の
か
。
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ごみ処理集約施設の建設が予定されていた場所（九戸村）

　

今
後
同
組
合
の
動
き
と
し

て
は
、
九
戸
村
以
外
の
市
町

村
議
会
が
脱
退
の
議
決
を
し

た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年

３
月
末
時
点
で
構
成
市
町
村

が
九
戸
村
の
み
と
な
っ
た
段

階
で
、
法
律
上
は
組
合
が
解

散
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
間
は
組
合
を
存
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
最

低
限
必
要
な
事
務
経
費
が
発

生
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
二
戸
広
域
で
ご

み
処
理
を
実
施
す
る
わ
け
で

す
が
、
現
在
の
ご
み
処
理
施

設
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
長

寿
命
化
を
図
っ
て
も
遠
く
な

い
将
来
に
は
施
設
の
更
新
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
整
備
す
る
施
設
の
規

模
や
処
理
経
費
に
も
係
わ
り

ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に

ご
み
の
分
別
や
資
源
化
を
推

進
し
、
ご
み
処
理
費
用
の
低

減
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

今
後
の
動
き

う
と
判
断
す
る
十
分
な
理
由

が
、
市
町
村
で
共
有
さ
れ
る

場
合
は
変
更
も
可
能
で
あ

る
」と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
25

年
12
月
末
の
解
散
を
決
め
ま

し
た
が
、
九
戸
村
議
会
の
み

が
否
決
し
た
た
め
、
解
散
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後

九
戸
村
を
除
く
７
市
町
村
議

会
で
、
平
成
28
年
３
月
に
組

合
を
脱
退
す
る
旨
の
議
決
を

行
い
ま
し
た
。　
　

　

し
か
し
、
全
国
的
に
は
北

海
道
内
の
市
町
村
や
離
島
な

ど
処
理
量
を
確
保
で
き
ず
に

も
っ
と
小
さ
な
施
設
整
備
を

し
て
い
る
事
例
を
確
認
し
、

環
境
省
と
県
に
交
渉
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
ご
み
処

理
広
域
化
計
画
の
目
的
に
沿

ごみの減量化が重要です（左：小型家電回収ＢＯＸ　右：古着回収ＢＯＸ）
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今
期
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
６
月
10
日
ま

で
の
６
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
な
ど
の
報
告
15
件
、

条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
５
件
を
全
て

原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
３
人
が
町
政
の
諸
課
題
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　

請
願
（
新
規
２
件
）
は
、
常
任
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、
１
件
を
採
択
、
１
件
を
継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
提
出
の
発
議
案
１
件

を
提
出
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
審
査
や
議

員
派
遣
も
可
決
し
ま
し
た
。

▼
自
然
休
養
村
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

　

自
然
休
養
村
施
設
の
う
ち

未
利
用
施
設
を
廃
止
し
、
自

然
休
養
村
施
設
、
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
お
よ
び
リ
フ
ト
使
用

料
を
外
税
方
式
に
改
め
る
ほ

か
、
使
用
料
区
分
を
見
直
し

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

　
　
　
　

賛
成
13　

反
対
２

 
子
育
て
支
援
住
宅
を
新
築
整
備 

旧一戸病院医師住宅を解体し、子育て支援住宅を新築します

条
例
改
正

物
品
購
入

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車購
入
先　
　
　

㈱
ダ
イ
ト
ク

購
入
金
額　
　

707
万
４
千
円

配
備
先    

８
‐
２(

高
屋
敷)

　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　

６月定例会
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建設中の一戸町武道館

▼
25
年
度
個
別
生
活
排
水
処

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

木
造
公
共
施
設
整
備
等
推

進
交
付
金
１
千
160
万
５
千
円

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
町
債
全
部
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。（
歳
入
歳
出

増
減
な
し
）

　
　
　
　

全
会
一
致
で
承
認

▼
25
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

地
方
債
補
正
で
歳
入
を

260
万
円
増
額
し
、
そ
の
分
一

般
会
計
繰
入
金
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。（
歳
入
歳
出
増

減
な
し
）

全
会
一
致
で
承
認

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更

奥
中
山
高
原
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
設
置
工

事契
約
者　
　
　
　

㈱
東
野
組

契
約
金
額

　
　
　
　

６
千
242
万
４
千
円

利
用
自
粛
牧
草
等
処
理
円
滑

化
事
業
（
地
中
保
管
）
工
事

契
約
者　
　
　
　

㈱
柴
田
組

契
約
金
額　

６
千
105
万
240
円

　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸
町
武
道
館
新
築
工
事

契
約
者　
　
　

㈱
田
中
建
設

契
約
金
額

　
　
　
　

２
億
５
千
272
万
円

▼
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　

特
別
地
方
交
付
税
等
の
歳

入
が
増
加
す
る
な
ど
に
よ

り
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

５
億
848
万
７
千
円
増
加
し
、

総
額
96
億
１
千
248
万
７
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
減
債
基
金
積
立
金

　
　

２
億
４
千
401
万
２
千
円

○
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

基
金
積
立
金

　
　

２
億
６
千
672
万
１
千
円

○
橋
梁
改
修
工
事
費

　
　
　
　
　
　

１
千
100
万
円

○
公
債
費

　
　
　

△
１
千
297
万
５
千
円

　
　
　
　

全
会
一
致
で
承
認

▼
25
年
度
土
地
取
得
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
を
７
万

１
千
円
増
額
し
、
土
地
開
発

基
金
に
繰
り
出
す
も
の
で

す
。

　
　
　
　

全
会
一
致
で
承
認

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

法
人
町
民
税
の
引
き
下

げ
、
軽
自
動
車
税
の
引
き
上

げ
、
国
保
税
の
課
税
限
度
額

の
引
き
上
げ
、
国
保
税
課
税

軽
減
対
象
世
帯
の
要
件
の
緩

和
が
主
な
内
容
で
す
。

　
　
　
　

賛
成
14　

反
対
１

　

災害復旧工事で整備される町道女鹿線

工
事
契
約

▼
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
強
じ
ん
化
工
事

契
約
者　

富
士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

契
約
金
額

　
　
　
　

１
億
３
千
986
万
円

　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　

専
決
処
分

▼
損
害
賠
償
（
２
件
）

　

い
ず
れ
も
公
用
車
事
故
に

よ
る
も
の
。

金
額　
　
　

36
万
１
千
958
円

　
　
　
　
　
　

２
万
６
千
円

▼
町
道
女
鹿
線
道
路
災
害
復

旧
工
事
（
24
災
327
号
）

契
約
者　
　
　

㈱
田
中
建
設

契
約
金
額　
　

５
千
400
万
円

　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決
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▼
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

25
年
度
の
国
保
特
別
会
計

の
赤
字
分
を
繰
上
充
用
す
る

財
源
の
一
部
に
、
26
年
度
歳

入
を
予
定
し
て
い
る
地
方
消

費
税
交
付
金
の
社
会
保
障
財

源
分
（
２
千
291
万
４
千
円
）

を
充
て
る
た
め
、
繰
出
金
を

増
額
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　

全
会
一
致
で
承
認

▼
26
年
度
国
保
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

25
年
度
の
国
保
特
別
会
計

が
赤
字
と
な
る
こ
と
か
ら
繰

上
充
用
を
行
う
も
の
で
す
。

（
８
千
44
万
６
千
円
）

　
　
　
　

全
会
一
致
で
承
認

報　

告

26 年度一般会計補正予算（第２号）の主な事業

単位：万円　

・御所野遺跡等周知・啓発推進事業

・コミュニティ助成事業　　　　　 

・臨時福祉給付金給付事業

・（一社）小鳥谷診療所出捐金（※）

・子育て世帯臨時特例給付金給付事業

・被災農業者向け経営体育成支援事業

・除雪機械車庫新築工事

・子育て支援住宅新築整備事業

・小鳥谷中学校校舎耐震補強事業

１９０

６３０

６６３９

３００

１２１１

１０１８

２５００

１億１７４３

△３１６５

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

（
一
般
会
計
）

　

昨
年
度
に
諸
般
の
事
情

に
よ
り
施
行
で
き
な
か
っ
た

事
業
を
今
年
度
に
繰
り
越
す

も
の
で
す
。
15
事
業
で
総
額

11
億
９
千
382
万
８
千
円
で

す
。

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

（
下
水
道
特
別
会
計
）

　

公
共
下
水
道
整
備
事
業

１
千
970
万
９
千
円
を
今
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

▼
株
式
会
社
一
戸
夢
フ
ァ
ー

ム
の
経
営
状
況
報
告

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
一
期

生
４
名
が
、
研
修
農
場
で
は

ト
マ
ト
、
ね
ぎ
、
り
ん
ど
う

な
ど
を
、
夏
場
は
週
２
～
３

日
、
町
内
農
家
に
お
い
て
レ

タ
ス
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の
研

修
を
し
て
い
ま
す
。

一戸夢ファームでの研修の様子

質
疑
応
答

　

問　

小
鳥
谷
中
学
校
校
舎

の
耐
震
補
強
工
事
の
減
額
補

正
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
理
由
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

２
次
耐
震
診
断
を
行

っ
た
業
者
に
よ
る
耐
震
補

強
工
事
案
で
は
工
事
費
は

６
千
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
実
施
設
計
の

段
階
で
様
々
な
工
法
で
設

計
し
た
結
果
、
工
事
費
が

２
千
700
万
円
程
度
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
、
減
額
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　

　

問　

御
所
野
遺
跡
等
周

知
・
啓
発
推
進
事
業
で
、
縄

文
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
す

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
ま

で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
ツ
ッ

チ
ー
、
ド
ッ
キ
）
は
、
な
く

な
る
の
で
す
か
。

　

答　

既
存
の
も
の
も
含
め

て
、
広
く
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

問　

小
鳥
谷
診
療
所
出
捐

金
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
ま
で

出
捐
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

答　

今
の
と
こ
ろ
は
、
赤

字
運
営
で
す
が
、
も
う
少
し

患
者
数
が
増
加
す
れ
ば
採
算

が
取
れ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
出
捐
す
る
予
定
で
す
。

※　出捐金（しゅつえんきん）

　　　返すことを前提としないで出資したお金。
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影
響
評
価
法
の
規
定
に
基
づ

き
、大
気
汚
染
、騒
音
、水
質
、

動
植
物
、
景
観
お
よ
び
人
と

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
活
動

の
場
な
ど
各
項
目
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
各
方
面
か
ら
の
助

言
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
町

独
自
の
調
査
は
行
う
必
要
が

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

調
査
終
了
後
は
住
民
説
明

会
を
行
う
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
町
民
へ

の
周
知
に
努
め
、
町
と
し
て

も
県
に
対
し
必
要
な
意
見
は

適
宜
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
事
業
実
施
に

係
る
町
へ
の
経
済
的
影
響
が

予
想
よ
り
も
は
る
か
に
低
い

見
通
し
で
す
の
で
、
町
の
メ

リ
ッ
ト
が
拡
大
す
る
よ
う
県

に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
独
自
調
査
の
必
要
は
？

風 力 発 電

風の強さなどを測る風況観測装置

菅 野 敦 子 議員

　

質
問　

現
在
、
奥
州
市
に

あ
る
産
廃
処
分
場
に
代
わ
る

次
期
産
廃
処
分
場
の
建
設
候

補
地
と
し
て
、
町
内
２
カ
所

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。　

　

町
長　

県
で
は
、
昨
年
度

か
ら
候
補
地
の
選
定
作
業
に

入
っ
て
お
り
、
10
カ
所
の
候

補
地
の
中
に
当
町
の
２
カ
所

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
７
月
ま
で
に
候

補
地
を
６
カ
所
以
内
に
絞
り

込
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
現

時
点
で
は
候
補
地
10
カ
所

に
入
っ
た
と
い
う
途
中
経
過

の
段
階
で
す
の
で
、
賛
否
の

表
明
は
時
期
尚
早
と
考
え
ま

す
。
候
補
地
が
公
表
さ
れ
、

当
町
の
候
補
地
が
残
っ
て
い

る
場
合
、
見
解
を
表
明
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

規
定
に
基
づ
き
県
企
業
局
が
行
う

一
般
質
問

　

質
問　

県
企
業
局
が
高
森

高
原
に
立
地
を
計
画
し
て
い

る
風
力
発
電
事
業
実
施
の
た

め
に
、
行
わ
れ
て
い
る
環
境

影
響
調
査
に
つ
い
て
、
町
独

自
で
調
査
し
て
県
に
意
見
を

述
べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　　

町
長　

県
企
業
局
が
進
め

る
こ
の
事
業
は
、
平
成
29
年

度
の
稼
動
に
向
け
て
今
年
度

か
ら
詳
細
設
計
が
行
わ
れ
具

体
的
な
形
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
県
企
業
局
は
環
境

町内に建設候補地２カ所
賛否の公表は時期尚早

産
廃
処
分
場

産廃処理最終処分場候補地分布図

こ
の
ほ
か
に
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
を
め
ぐ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
問
題
に
つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。
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質
問　

人
口
減
少
は
町
の

消
費
経
済
を
萎
縮
さ
せ
る
だ

け
で
は
な
く
自
治
体
の
機
能

に
も
深
刻
な
状
況
を
及
ぼ
す

と
心
配
さ
れ
ま
す
。
若
い
女

性
が
極
端
に
減
少
す
る
こ
と

は
将
来
の
町
の
存
続
に
か
か

わ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
定
着
を
図
る
施
策

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
す
か
。

　

町
長　

日
本
全
体
で
人
口

が
減
少
し
て
い
く
予
想
の
な

か
で
、
当
町
と
し
て
は
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な

ど
を
継
続
す
る
ほ
か
、
生
活

に
適
し
た
町
で
あ
る
こ
と
の

発
信
を
図
り
移
住
を
促
す
施

策
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

若
い
女
性
の
居
住
に
つ
い

て
は
自
分
の
能
力
や
興
味
を

活
か
せ
る
職
場
の
有
無
な
ど

も
居
住
地
の
選
択
の
一
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
県
北
に
は
縫
製
業
や

食
品
加
工
業
な
ど
の
女
性
型

の
職
場
も
多
く
一
定
規
模
の

就
職
吸
収
力
は
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
女
性
の
就
業
率

　

質
問　

保
育
所
や
学
童
ク

ラ
ブ
な
ど
幼
児
の
保
育
と
児

童
の
健
全
育
成
を
行
な
う
う

え
で
、
町
の
施
設
運
営
と
、

入
所
利
用
予
測
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

　

町
長　

少
子
化
に
よ
り
児

童
数
は
減
少
し
て
い
る
中

で
、
共
稼
ぎ
世
代
の
増
加
な

ど
で
保
育
ニ
ー
ズ
は
増
大
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
新
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
と
供
給

の
見
込
み
と
対
応
方
法
に
つ

い
て
向
こ
う
５
年
間
の
事

業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
結
果
が
ま
と
ま
る
段
階

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
そ
の
結
果
を
ふ

ま
え
「
一
戸
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
私
立
を
含
め
た
施

設
や
事
業
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ますます人が減るとどうなる？

女性の働きやすい環境を整備
峠 　 勇 男 議員

人
口
動
態

子
ど
も
の
元
気
が
地
域
の
力
に

国
の
方
針
に
合
わ
せ
計
画
策
定

女性の働きやすい環境が必要です

一
般
質
問

ニーズ調査の結果をふまえ計画を策定
（写真：小鳥谷保育所）

が
高
い
地
域
で
は
出
生
率
も

高
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
結
婚
し
た
女

性
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

に
、
育
児
休
業
制
度
や
短
時

間
勤
務
制
度
な
ど
結
婚
、
出

産
後
も
安
心
し
て
働
け
る
環

境
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子育て支援



　

質
問　

花
巻
か
ら
台
湾
へ

の
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運

航
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

定
期
便
就
航
と
な
っ
た
場

合
、
当
町
の
産
品
を
直
接

輸
出
す
る
な
ど
、
販
売
拡
大

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　　

町
長　

国
際
定
期
便
就
航

と
な
れ
ば
、
本
県
の
観
光
客

入
込
数
の
増
加
の
み
な
ら

ず
、
台
湾
が
新
た
な
市
場
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

長
野
県
川
上
村
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
台
湾
へ
レ
タ

ス
の
輸
出
を
し
て
い
ま
す
。

当
町
で
同
様
の
輸
出
が
可
能

か
ど
う
か
は
、
空
輸
に
よ
る

コ
ス
ト
や
防
疫
体
制
の
確
立

な
ど
、
克
服
す
べ
き
課
題
が

多
く
あ
り
ま
す
。
実
現
す
れ

ば
生
鮮
品
の
鮮
度
を
落
と
す

こ
と
な
く
、
新
鮮
な
野
菜
を

届
け
る
こ
と
で
競
争
力
を
持

ち
、
新
た
な
市
場
と
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
町
内
産
品
の

輸
出
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
し
た
経
緯
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
野
菜
の
み
な
ら

ず
、
加
工
食
品
や
竹
細
工
・

木
工
品
を
含
め
た
工
芸
品
な

ど
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応

じ
市
場
調
査
を
行
い
、
国
外

へ
の
輸
出
を
含
め
た
新
た
な

販
路
開
拓
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

　

質
問　

学
力
面
に
お
い
て

さ
ら
に
上
を
目
指
す
児
童
生

徒
の
た
め
の
、
学
習
環
境
整

備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

さ
ら
に
上
を
学

ぼ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
児

童
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て
、

当
町
の
児
童
生
徒
が
学
校
以

外
の
学
習
機
会
を
設
け
、
学

習
塾
な
ど
に
通
っ
て
い
る
か

ど
う
か
説
明
し
ま
す
。
学
習

塾
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
児

童
生
徒
は
、
昨
年
度
の
調
査

で
、
小
学
６
年
生
で
は
75
・

２
％
、
中
学
３
年
生
で
も

75
・
２
％
で
し
た
。
県
平
均

で
は
小
学
生
が
69
・
３
％
、

中
学
生
が
69
・
１
％
で
す
。

全
国
平
均
で
は
小
学
生
が

50
・
３
％
、
中
学
生
が
39
・

６
％
で
す
。

　

こ
の
結
果
よ
り
、
当
町
で

も
割
合
は
低
い
も
の
の
、
学

習
塾
な
ど
で
意
欲
的
に
学
習

し
て
い
る
児
童
生
徒
が
い
ま

す
。
ま
た
経
済
的
な
状
況
に

よ
り
学
習
塾
な
ど
に
通
え
な

い
児
童
生
徒
も
少
な
か
ら
ず

い
る
も
の
と
推
察
し
ま
す
。

　

土
曜
学
習
に
つ
い
て
は
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
必
要

が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

航
空
便
を
利
用
し
台
湾
へ
輸
出

新
た
な
販
路
開
拓
を
模
索

意欲ある児童生徒の学習環境
調査を行い必要があれば検討

産 業 振 興

教
育
環
境

町内産品の販路拡大が待たれます

土曜学習もニーズがあれば検討

田 中 辰 也 議員

一
般
質
問

いちのへ議会だより第188号・平成26年７月25日発行 10

こ
の
ほ
か
に
「
人
口
減
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
質
問
し
ま
し
た
。
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請願・意見書
　今期定例会には、新規請願２件を付託・審査し、１件を採択、１件を継続審査としました。

また、意見書１件を国へ提出しました。

◎
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど

定
数
改
善
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て
（
総
務
教
育

民
生
常
任
委
員
会
）

▼
審
査
内
容　

少
人
数
学
級

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
は
、

児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
教
職

員
に
ゆ
と
り
が
生
じ
、
互
い

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

充
実
す
る
と
と
も
に
、
き
め

細
か
な
指
導
に
つ
な
が
り
、

不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
、
各

種
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
判
断
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
将
来
の
子
ど
も
た

ち
に
、
さ
ら
に
豊
か
な
教
育

環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

十
分
な
財
源
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
、

採
択
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致

採
　    

択

継 

続 

審 

査

◎
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く

ら
な
い
た
め
に
「
現
行
法
」

（
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す

る
援
護
に
関
す
る
法
律
）
改

正
を
求
め
る
請
願
（
総
務
教

育
民
生
常
任
委
員
会
）

▼
審
査
内
容　

こ
の
法
律
は

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
し
て

の
医
療
の
給
付
や
、
各
種
手

当
、
健
康
管
理
な
ど
を
定
め

た
法
律
で
あ
り
、
被
爆
者
が

日
常
生
活
を
お
く
る
上
で
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
法
律
の
内

容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
精
査

し
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
、
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致

少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

　35 人以下学級について、小学校１年生、２年生と続いてきた 35 人以下学級の拡充

が予算措置されていません。

　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、1 学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児

童生徒数が多くなっています。一人ひとりの子どもに丁寧な対応を行うためには、ひ

とクラスの学級規模を引き下げる必要があります。文部科学省が実施した「今後の学

級編制及び教職員定数に関する国民からの意見募集」では、約６割が「小中高校の望

ましい学級規模」として、26 人～ 30 人を挙げています。このように、保護者も 30

人以下学級を望んでいることは明らかです。

　社会状況等の変化により、学校は一人ひとりの子どもに対するきめ細かな対応が必

要となっています。また、新しい学習指導要領が本格的に始まり、授業時数や指導内

容が増加しています。日本語指導などを必要とする子どもたちや障がいのある児童生

徒への対応等も課題となっています。いじめ、不登校等生徒指導の課題も深刻化して

います。こうしたことの解決に向けて、計画的な定数改善が必要です。

　子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受けられるこ

とが憲法上の要請です。しかし、教育予算について、ＧＤＰに占める教育費の割合は、

ＯＥＣＤ加盟国（データのある 31 か国）の中で日本は最下位となっています。また、

三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国負担割合は２分の１から３分の１

に引き下げられ、自治体財政を圧迫するとともに、非正規雇用者の増大などにみられ

るように教育条件格差も生じています。

　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重要です。

子どもや若者の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の拡大につ

なげる必要があります。

　こうした観点から、平成 27 年度政府予算編成において、下記事項を実現するよう

要望します。

記

１　少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育

　環境を整備するため、30 人以下学級とすること。

２　教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持と

　ともに国負担割合を２分の１に復元すること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出します。

　　平成 26 年６月 10 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県一戸町議会

議会傍聴・議会中継をご利用ください
　９月定例会の会期が決定後、一戸町のホームページなどでお
知らせいたします。
　議会傍聴と町ホームページでの議会中継のライブとオンデマ
ンドをぜひご利用ください。
　http://www.town.ichinohe.iwate.jp/　議会中継をクリック！

町ホームページのトップページ右下



森
林
資
源
を
活
か
す
取
り
組
み

管
外
行
政
視
察
研
修
報
告

　

７
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
北
海
道
下
川
町
、
紋
別
市
で

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
森
林
の
有
効
活
用
な
ど
に
つ
い
て
視
察
研
修

し
ま
し
た
。　

地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
と
資
源

確
保
の
取
り
組
み

下
川
町

　

下
川
町
で
は
、
持
続
可
能

な
循
環
型
森
林
経
営
に
つ
い

て
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

町
有
林
約
４
千
600
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
い
く
つ
か
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
植
林
・
育

成
・
伐
採
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

地
元
の
森
林
組
合
が
中
心
に

事
業
を
し
て
お
り
、
森
林
保

全
の
み
な
ら
ず
、
雇
用
の
確

保
、
製
材
業
者
へ
の
安
定
供

給
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
下
川
町
で

は
、
相
続
な
ど
で
不
在
山
主

と
な
り
、
か
つ
森
林
経
営
を

す
る
つ
も
り
も
な
い
方
々
の

山
林
を
、
森
林
組
合
が
買
い

上
げ
、
一
定
面
積
が
ま
と

ま
っ
た
段
階
で
、
町
が
買
い

上
げ
る
な
ど
し
て
、
森
林
の

荒
廃
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
良

好
な
環
境
の
確
保
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
に
７
基
の

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
「
地
域
熱
供
給
シ

ス
テ
ム
」
を
活
用
し
た
暖
房

や
温
水
供
給
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
役
場
、
消
防
署
、
公

民
館
、
学
校
、
病
院
、
町
営

温
泉
施
設
な
ど
の
公
共
施
設

に
地
下
配
管
を
め
ぐ
ら
し
供

給
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
町
東
部
の
一
の
橋
地
区

で
は
高
齢
者
が
冬
期
間
で
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
で

き
る
よ
う
に
と
、
集
住
型
の

住
宅
を
造
り
、
郵
便
局
や
交

流
プ
ラ
ザ
や
売
店
食
堂
な
ど

を
集
め
た
、
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ

いちのへ議会だより第188号・平成26年７月25日発行 12

柴 田  正 三  議 員

報 告 者

地域熱供給施設、集住化住宅、住民センター、地域食堂等を備えた一の橋地区バイオビレッジ



ジ
を
建
設
し
、
こ
こ
で
も
地

域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
維

持
す
る
た
め
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
と
し
て
は
、
林
地

残
材
の
ほ
か
、
国
や
道
か
ら

道
路
・
河
川
支
障
木
と
し
て

伐
採
さ
れ
た
も
の
を
無
償
で

受
け
入
れ
る
な
ど
し
て
、
確

の
家
モ
デ
ル
住
宅
」
の
建
設

や
、
一
般
住
宅
へ
の
助
成
事

業
を
行
い
、
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
木
材
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
販
路
拡

大
と
情
報
発
信
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
住
友
林

業
と
住
友
共
同
電
力
が
出
資

す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
本

森
林
認
証
に
よ
る
地
域
お
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紋
別
市

保
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、成
長
の
早
い「
ヤ
ナ
ギ
」

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
と
し
て

耕
作
放
棄
地
な
ど
で
栽
培
し

て
資
源
と
し
て
活
用
す
る
実

証
実
験
を
林
業
試
験
所
な
ど

と
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。

　

当
町
に
お
い
て
計
画
さ
れ

て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

　

紋
別
市
で
は
、
緑
の
循
環

森
林
認
証
に
よ
る
地
域
お
こ

し
に
つ
い
て
視
察
研
修
し
ま

し
た
。

　

森
林
認
証
は
、
国
内
の
森

林
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図

り
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
持

続
的
な
木
材
生
産
を
両
立
し

健
全
な
森
林
育
成
を
保
証
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
つ

く
ら
れ
た
制
度
で
す
。
山
の

管
理
の
適
正
化
や
、
安
心
・

安
全
な
製
品
に
よ
る
地
域
材

の
販
路
拡
大
を
図
り
業
界
の

生
き
残
り
を
か
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
ま
ず
民
間
事
業

者
が
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
今
で
は
、
網
走
西
部
流

域
で
、
大
手
製
紙
会
社
所
有

の
森
林
や
、
国
有
林
、
道
有

林
も
認
証
を
取
得
し
て
い
ま

す
。

　

紋
別
市
で
は
、
公
共
施
設

へ
認
証
木
材
使
用
を
義
務
付

け
て
い
る
ほ
か
、
民
間
住
宅

建
設
促
進
に
向
け
た
「
認
証

年
９
月
着
工
、
28
年
12
月
営

業
発
電
開
始
の
予
定
で
進
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
木
質
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
５
割
と
し
、
残
り
３

割
を
石
炭
、
２
割
を
ヤ
シ
殻

の
混
合
燃
焼
で
、
発
電
の
み

の
施
設
と
し
、
熱
利
用
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
森
林
の

有
効
な
管
理
活
用
の
必
要
性

を
感
じ
、
木
質
資
源
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
幅
広
く
検
討
す
べ
き
と
実

感
し
た
視
察
研
修
で
し
た
。

　

いちのへ議会だより第188号・平成26年７月25日発行13

で
も
、
多
く
の
木
質
資
源
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
な
資
源
確
保
に
お
い
て

も
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し

た
し
、
熱
利
用
の
方
法
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
研
究
を
重
ね

有
効
に
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
視
察
研
修

で
し
た
。　

紋別市職員の説明を聴く議員

一の橋地区地域熱供給システム（上）
　チップボイラー２基と太陽光発電で
　暖房、給湯などを供給しています

集住化住宅（左）
　各住宅は長廊下でつながっており、
　積雪時の行き来もしやすくなって
　います
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ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ

は
、
社
会
福
祉
法
人
が
障
害

者
の
就
労
を
目
的
と
し
て
始

め
た
も
の
で
、
現
在
、
障
害

者
と
健
常
者
あ
わ
せ
て
約
80

人
が
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
産
直
施
設
と

熱
帯
果
樹
園
が
整
備
さ
れ
、

そ
の
後
観
光
い
ち
ご
園
や
農

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
等
を
視
察
　  

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
　

木質バイオマスボイラー（左）、熱交換器の説明を受ける委員（右）

園
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
順
次

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
リ
ー
フ
レ
タ

ス
な
ど
の
水
耕
栽
培
と
イ
チ

ゴ
園
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

熱
水
を
引
き
込
み
、
熱
交
換

器
で
温
風
に
し
、
ダ
ク
ト
を

使
っ
て
ハ
ウ
ス
内
を
加
温
し

　

５
月
22
日
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
に
は
、
委
員
６

名
の
ほ
か
４
名
の
議
員
が
参
加
し
、
青
森
県
お
い

ら
せ
町
「
ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
」
お
よ
び
七
戸

町
「
天
間
林
土
地
改
良
区
早
川
第
１
号
発
電
所
」

の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

既存の水路内に敷設した管路

を
有
効
利
用
し
た
実
証
」
を

目
的
に
２
千
900
万
円
で
整
備

さ
れ
、
天
間
林
土
地
改
良
区

が
管
理
し
て
い
ま
す
。

水
利
権
の
関
係
で
、
か
ん
が

い
期
の
約
４
カ
月
し
か
稼
働

し
ま
せ
ん
が
、こ
の
期
間
で
、

お
よ
そ
３
世
帯
の
年
間
消
費

電
力
量
を
発
電
し
、
約
50
万

円
の
売
電
収
入
が
あ
る
そ
う

で
す
。

　

設
備
は
、
既
存
水
路
内
に

配
管
・
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
内
に
お
い
て
も

設
置
の
可
能
性
が
高
く
、
農

業
施
設
へ
の
電
気
利
用
や
売

電
に
よ
る
収
入
確
保
に
期
待

で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

て
、
通
年
で
の
栽
培
を
可
能

に
し
て
い
ま
す
。
燃
料
と
な

る
薪
な
ど
は
、
間
伐
材
や
剪

定
枝
な
ど
を
業
者
か
ら
提
供

を
受
け
、
灯
油
な
ど
で
あ
れ

ば
年
間
120
～
130
万
円
の
燃
料

代
が
か
か
る
と
こ
ろ
、
20
～

30
万
円
程
度
で
済
ん
で
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

最
近
の
燃
料
高
騰
も
あ

り
、
林
業
振
興
と
あ
わ
せ
農

業
分
野
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
参
考
と

な
る
施
設
で
し
た
。

　

早
川
第
１
号
発
電
所
は
、

農
林
水
産
省
の
小
水
力
等
農

村
地
域
資
源
利
活
用
促
進
事

業
に
よ
り
「
小
規
模
な
落
差

赤 畑 　 博  委 員

報 告 者
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学びの現場を視察
総務教育民生常任委員会と教育委員会による学校視察

し
た
。
２
人
の
先
生
が
い
る

の
な
ら
教
室
を
別
に
し
て
授

業
を
し
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
、
と
の
意
見
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
視
察
の
中
で
い
つ
も

感
じ
る
の
が
、
学
校
施
設
な

ど
の
営
繕
要
望
数
の
多
さ
で

す
。
９
校
、
１
幼
稚
園
で
、

お
よ
そ
100
件
程
も
あ
り
、
２

年
前
の
学
校
視
察
の
時
と
変

わ
ら
な
い
多
さ
で
し
た
。

　

行
政
の
対
応
が
早
急
に
待

た
れ
る
と
、
全
委
員
で
感
じ

ま
し
た
。

　

視
察
後
の
教
育
委
員
会
と

の
情
報
交
換
会
で
は
、
給
食

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
修
理
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
プ
ー
ル

の
修
繕
な
ど
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
い
う
意
見
で
一
致

し
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
と
し
て
も
、

改
善
等
の
要
望
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
に
要
請
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

学
校
視
察
で
は
、
児
童
生

徒
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
、

勉
学
に
励
む
様
子
に
感
動
し

ま
し
た
。

　

た
だ
、
年
々
児
童
生
徒
の

数
が
減
少
し
て
い
て
、
団
体

活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
学

校
も
あ
り
、
先
生
方
の
苦
労

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

複
式
学
級
の
小
学
校
も
あ

り
、
同
じ
教
室
で
２
人
の
先

生
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

　

５
月
20
日
、
21
日
、
29
日
、
総
務
教
育
民
生
常
任

委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と

合
同
で
学
校
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
視
察
に
は
、

委
員
８
名
が
参
加
し
、
町
内
の
幼
小
中
学
校
全
て
の

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

中 瀬  春 英  委 員

営繕要望箇所の調査（一戸小学校）

報 告 者

複式学級での授業（鳥越小学校）

学校経営の説明を聞く委員（奥中山小学校）



 「なぎなた」とは？
　　　　　一戸町とのかかわり

　
「
な
ぎ
な
た
」
は
、
日
本

の
伝
統
的
な
武
器
の
一
つ
で
、

長
い
間
合
戦
で
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
鉄
砲
の
伝
来
な

ど
戦
い
方
が
変
化
し
た
こ
と

に
よ
り
そ
の
扱
い
も
時
代
と

と
も
に
変
化
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
で
は
、
婦
人
の

護
身
用
と
し
て
用
い
ら
れ
、

武
家
の
女
子
は
必
ず
、
心
得

と
し
て
練
習
さ
れ
る
も
の
と

さ
れ
、
明
治
以
降
は
、
武
道

と
し
て
、
目
的
も
人
間
形
成

が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
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／
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と 

が 

き

▼
６
月
21
日
は
今
年
の

夏
至
で
し
た
。何
か
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ

た
気
が
し
ま
す
。

▼
今
年
の
梅
雨
は
、
わ

ず
か
５
日
の
間
に
九
州

か
ら
東
北
北
部
ま
で
一

気
に
梅
雨
入
り
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
異
常
気
象

な
の
で
し
ょ
う
か
？

▼
近
年
は
、
毎
年
の
よ

う
に
気
象
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
当
町
で

も
既
に
降
雹（
ひ
ょ
う
）

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
こ
れ
か
ら
は
大
雨
や

台
風
な
ど
が
多
く
発
生

す
る
季
節
で
す
。
日
々

の
気
象
情
報
に
は
注
意

し
て
、
人
的
被
害
に
は

絶
対
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
み
ん
な
で
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員　

上
山　

文
雄

一戸町教育委員会生涯学習課　西村　美香
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現
在
で
は
学
校
体
育
や
、

社
会
体
育
の
場
に
お
い
て
老

若
男
女
問
わ
ず
広
く
普
及

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
な

ぎ
な
た
は
、
な
ぎ
な
た
の
修

錬
に
よ
り
心
身
共
に
調
和
の

と
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
。」

と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
身

体
的
な
訓
練
を
通
し
て
、
常

に
自
己
を
高
め
る
た
め
の
努

力
を
、
愛
好
者
は
日
々
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
一
戸
町
に
な
ぎ

な
た
の
歴
史
が
あ
る
の
？
」

と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
な
ん
と
、
国
道

４
号
一
戸
バ
イ
パ
ス
工
事
の

調
査
の
際
、
一
戸
城
跡
か
ら

な
ぎ
な
た
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、「
木
製
薙な

ぎ
な
た刀

」

と
い
う
資
料
名
で
岩
手
県
立

博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
昔
、
城
内
で
、
な
ぎ

な
た
の
稽
古
な
ど
が
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
？
な
ど
想
像
を
か
き
た
て

ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
今
か
ら
約
400

年
前
、
一
戸
町
に
な
ぎ
な
た

名
手
の
お
姫
様
が
い
た
こ
と

は
御
存
知
で
し
ょ
う
か
？
小

滝
舘
生
ま
れ
の
小
滝
御
前
と

い
う
お
姫
様
で
、
美
人
で
聡

明
、
学
問
、
芸
能
、
武
芸
な

ど
に
秀
で
て
い
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
代
に
お
い
て
は
一
戸
高

校
の
前
身
、
一
戸
高
等
女
学

校
時
代
に
な
ぎ
な
た
が
必
修

科
目
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
稽
古
着
で
な
ぎ
な
た

を
持
ち
歩
い
て
い
た
時
に
、

懐
か
し
い
と
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

　

他
に
も
小
鳥
谷
地
区
の
郷

土
芸
能
「
七
つ
踊
り
」
に
な

ぎ
な
た
が
使
わ
れ
て
い
る
な

ど
、
な
ぎ
な
た
は
、
一
戸
に

ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
な
の
で

す
。

こくっち　なぎなたバージョン

一戸城跡より出土した木製薙刀
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